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空き巣が用いるマーキング 

 

この目印から、住人の「家族構成」「留守の時

間」などが分かることがあります。 

インターネット上で報告されているマーキングの

具体例には、次のようなものがあります。 

このようなマーキングは仲間うちでの情報共有の

ために行われていることから、多くのケースでは

第三者にはマーキングの目印の意味は分からない

ようになっているということに留意しておきまし

ょう。 

家の玄関にマーキングを見つけた場合は、マーキ

ングが油性ペンで書かれていたなら除光液を、 

シールならシール剥がしを使ってマーキングを 

消すことが大切です。 

マーキングにより玄関の表札などに直接傷がつけ

られるケースがあります。 

信頼される日本人になるために 

 国際社会の中で、異なる文化を持つ人々と共に生きていくためには、

まずお互いの国について知る必要があります。 

日本人はアピールが下手だといわれますが、国としても、また個人とし

ても、日本をもっと知ってもらう努力が求められます。 

それは「日本の素晴らしさ」だけを主張することではありません。 

広い視野を持ち、相手に対する敬意を忘れることなく、確かな道徳心

を養っていくことが、「世界の人々から信頼される日本人」となる上で

大切なことではないでしょうか。 プルメリア 

気品 

 

このような場合には、補修材で補修しましょう。

賃貸住宅の場合は、大家さんや管理会社に相談し

ましょう。 

引っ越した先にマーキングがされている場合が 

あります。 

引っ越した先にマーキングと思われる文字や情報

がある場合は、侵入窃盗に遭うリスクを低減させ

るため必ず消すようにしましょう。 

空き巣の被害に遭わないためには、普段から高い

防犯の意識を持っておくことも大切です。  

家族構成が分かるような表札を出さない、近所に

ちょっとした買い物に出かけるときも必ず戸締ま

りをする、郵便受けに郵便物を溜めない、SNS

に住居を不在にしているとわかるような投稿をし

ないといったことに注意することが重要です。 

 

訪問販売員や空き巣犯、侵入窃盗を

行う犯罪者などが住民に関する情報

を仲間と共有するために表札や郵便

受け、玄関ドア、電気メーターなど

に目印をつける行為を 

「マーキング」と言います。  

 



 

藤原正彦氏の視点 

 

欧米の植民地化にも、最近のロシアとウク

ライナの戦いにも、それぞれ論理がありま

す。 

しかし、自己を正当化する論理がぶつかり

合う限り、戦争が終結を見ることはありま

せん。 

 

論理の衝突を防ぐ方法は一つ。 

心の内に向かって静かに語りかけることで

あり、それは即ち日本古来の精神に立ち返

ることなのです。 

世界が混迷を極める中、日本人はまず誰よ

りもこの素晴らしい美質に気づき、それを

取り戻すべく努めなくてはいけません。 

世界が指針とすべき美質を根に備えていな

がら、いまだに根無し草状態にある日本人

の姿は残念という他ありません。 

 

 

 

 

 

 

欧米の民主主義を支えてきたものといえば、

自由、平等、人権の精神です。 

しかし、私から見たらこれほど心許ないもの

はありません。 

第一、ヨーロッパで最も差別が酷いのがフラ

ンス革命を起こした当のフランスなのです。 

アメリカやイギリスで生活をしてきた私です

が、フランスほどあからさまな差別を受けた

国はありませんでした。 

パリで不愉快な経験をした日本人は多いはず

です。 

 

 

自分の権利を押し通し、他人を誹謗中傷する

自由ばかりが幅を利かせた社会に、平和や

人々の安寧が訪れるはずはありません。 

ヨーロッパの長い封建社会の中から人々がよ

うやく勝ち取り、アメリカ独立宣言にも書き

込まれた自由、平等、人権。 

しかし、この思想はすでに賞味期限が来てい

るということを、世界の人々はいい加減自覚

すべきと思います。 

 

 

これら三つの本質は「自由だ、平等だ、人権

だ」と外に向かって叫び相手に要求するもの

です。 

一方、日本の美風、例えば武士道精神の中心

となる惻隠、もののあわれ、誠実、礼節とい

ったものはすべて自分の内側に静かに語りか

けるものなのです。 

欧米の人権思想と日本人古来の美徳の根本的

違いはここにこそあるのです。 

自由だ、平等だ、人権だと外に向かって叫ぶ

ことは、そのまま戦いの姿勢となり、 

自己を正当化するための論理が必ずそこには 

伴います。 

 

 

 

 
致知出版社 

 

藤原正彦 日本の数学者 

 



  

中学時代に剣の道に分け入り、気がつけば早半

世紀以上が経ちます。 

修練を重ねるほどにこの道の奥深さ、険しさを

痛感するいま、私の大切な拠り所となっている

のが、父の遺してくれた教えです。 

範士八段、当代一流の剣道家にして野田派二天

一流第十七代でもあった父は、終生求道の歩み

を止めることなく、その人生を通じて得た様々

な学び、悟りを膨大な紙片に書き遺しました。 

 

「剣道は、元来、相殺傷する技術を学ぶので、 

残忍殺伐な道のように思われるむきもある 

が、決してそのようなものではなく、あくま 

で教育的、道徳的な体育であり、精神修養法 

である」 

「剣道で、勝ちさえすればよいという試合や、 

それを目的とした稽古をしていたのでは決し 

て本物にはなれない。目先の勝敗にとらわれ 

ず、基本に忠実な正しい稽古を地道に積み重 

ねる。稽古の本旨はここにあり、それが大成 

への大道である」 

 

では、試合という目標のない剣道家たちが目指

すべきものは何でしょうか。 

私は剣の五徳、即ち正義、廉恥、勇武、礼節、

謙譲だと考えます。 

もちろんこれは、大会に出場する人も目指すべ

き普遍的な目標です。 

 

 

 

 

 

剣道家の真価が問われる時 

 

同じく剣道を学んでいた兄は、大学時代に九州

チャンピオンになるほどの腕前でしたが、就職

後は竹刀を握る機会もなく、職場での苦しい胸

中を父に打ち明けていたのを側で聞いたこと

があります。 

父は兄に「お前は剣道を学んできたのだろう」

とたしなめ、こう諭しました。 

「剣道の技量を伸ばすには、厳しい先生にかか 

らなければならない。職場も一緒だ。厳しい 

上司に打たれても、打たれても、『お願いし

ます』と真摯に向かい続けなさい」 

自分の弱さを隠すことなく、真剣に打たれるこ

と。打たれる度に反省し出直すこと。 

兄は父のアドバイスを心に努力を重ね、その後

営業でトップの成績を収めました。 

いくら剣道の修練を積んでも、それで生計を立

てていくわけではありません。 

大切なことは、道場で学んだ業を一般社会で 

実行していくこと。 

修業から修行へと昇華していくことです。 

 

 

 

 

 

最近の剣道は、父の説く「大成への大道」から

外れ、勝ち負けにばかり目を向けがちなことが

気掛かりです。大会などで華々しく活躍するの

はごく一部の人であり、大半はそうした華やか

な場とはあまり縁のないところで黙々と修業に

励む“市井”の剣道家です。 

父の生前、こんな諭しを受けました。 

「お前は道場の門をくぐる時、『よし、やるぞ』 

と両刀手挟（たばさ）んで入ってくるが、 

それは逆だ。日常こそが本当の真剣勝負の 

場であり、道場から出て行く時にこそ気を引 

き締めなければならない」 

確かに道場の中は、防具を着け、指導者の下で

技術を修める場にすぎません。 

剣道家としての真価が問われるのはまさに日常

の場なのです。 

 

 

致知出版社 

 

一川 一   剣道教士八段 

 



 

巨人の岡本選手の彼女がすごい剣幕で言う。 

彼女 「和真さん、どうにかしてよ。あなたの頭の悪さをバカにした笑い話が流行っているそうよ。 

なんとか教養を身につけて、みんなをギャフンと言わせないと。そうねぇ、まず本を読んだほ 

うがいいわね。例えば、あなた、シェークスピアなんて読んだことがあるかしら？」 

岡本 「え？そ、それは、もちろん読んだことあるさ。ただ作者が誰だったか、今思い出せないんだ」 

この祝日は第二次世界大戦後の占領下で廃止さ

れましたが、昭和 41 年に「国民の祝日に関する

法律」が改正された際、改めて「建国記念の日」

が設けられることになったのです。 

はるか昔の「国の誕生」に思いをはせ、先人に対

する感謝の気持ちを思い起こすのは大切なこと

でしょう。そうして養われる「国を愛する心」が

あってこそ、「自分たちの世代も『よりよくなっ

た世の中』を次の世代に伝えなければ」といった

気持ちも芽生えてくるのではないでしょうか。 

作者不明 

 

https://kawaguchi-morning.jp/ 

 

https://saitama-kk.org/ 

 

https://www.chibahojin.jp/ 

 

https://www.moralogy.jp 

 
https://k-puro.co.jp/ 
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日本は世界でも稀に見る、長い歴史を持つ国で

す。八世紀の初めに成立した「古事記」や「日本

書紀」には、神話の時代から続く日本の歴史が 

綴られています。 

そこには初代・神武天皇による建国の物語も 

収められています。その神武天皇の即位こそ、 

現代の「建国記念の日」の由来です。 

明治時代になって太陽暦が採用されたときに

「神武天皇の即位の日を西暦に換算すると、紀

元前 660 年の 2 月 11 日に当たる」と算出されま

した。明治以来、2 月 11 日は「紀元節」という

名称の祝日とされ、日本の国の始まりを祝うお

祭りが行われてきました。 

https://kawaguchi-morning.jp/
https://saitama-kk.org/
https://www.chibahojin.jp/
https://www.moralogy.jp/
https://k-puro.co.jp/
https://www.endpolio.org/ja

